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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
交替勤務は生体リズムに逆らった就業形態で､労働者の健康への影響が懸念されている｡本研
究では､交替勤務の強度 (intensity)も考慮に入れ､交替勤務により糖尿病のリスクが高まるのか
について評価を行った｡静岡県の製造業 1社を対象に､2009年5-10月に調査票の配布と健康診
断を行った｡解析対象者は技能職の男性475人とし､アウトカムはHbAIc6.5%以上かつ空腹時血
糖値 126mg/dl以上とした｡年齢 ･居住形態 ･飲酒 ･喫煙を共変量として調整を行った結果､不定
期二交替群はオッズ比が0.98(95%信頼区間:0.2014.81)､常時二交替群はオッズ比が2.10(95%
信頼区間:0.77-5.71)となった｡層別分析では､勤務年数の長い45歳以上の常時二交替群で､よ
り高い点推定値となった｡常時二交替勤務群は､昼勤のみ群に比して､糖尿病のオッズ比が2倍
以上に上昇する一方､不定期二交替勤務による糖尿病への影勤 ま限定的であることが示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
交替勤務は生体 リズムに逆らった就業形態で､労働者の健康-の影響が懸念されてい
る｡交替勤務により糖尿病のリスクが高まるのかについて評価を､静岡県の製造業 1
社の技能職の男性 475人を対象に､2009年 5-10月に調査票の配布と健康診断で行
った｡糖尿病の診断をHbAIc6.5%以上かつ空腹時血糖値 126mgjdl以上とし､糖尿
病を従属変数として､年齢 ･居住形態 ･飲酒 ･喫煙を共変量として調整を行い､昼勤
のみ群を対照に､不定期二交替群､常時二交替群のオッズ比を多重ロジステック解析
で検討し､′0.98(95%信頼区間:0.20･4.81)､2.10(95%信頼区間:0.77･5.71)とい う
結果を得た｡層別分析では､勤続年数の長い 45歳以上の常時二交替群で､より高い
点推定値となったO昼勤のみ群に比して､常時二交替勤務群は､糖尿病のオッズ比が
2倍以上に上昇する一方､不定期二交替勤務による糖尿病-の影響は限定的であるこ
とが示唆されたO以上より､本研究は､交代勤務と糖尿病の関連性を検討した産業衛
生学的に価値ある論文と認められた｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
